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平成22年度 大栄経理学院 

第 127 回日商簿記検定試験 模範解答 

３   級 

 
 

商 業 簿 記
 

第1問（20点） 

仕                    訳 
  

借 方 科 目 金   額 貸 方 科 目 金   額 

仕 入 80,000 売 掛 金 50,000 
１ 

  買 掛 金 30,000 

２ 前 払 金 40,000 当 座 預 金 40,000 

３ 当 座 預 金 70,000 償 却 債 権 取 立 益 70,000 

当 座 預 金 85,000 前 受 金 60,000 
４ 

  仮 受 金 25,000 

租 税 公 課 150,000 当 座 預 金 380,000 
５ 

引 出 金 230,000   

仕訳１組につき4点。合計20点。（配点は、当学院の予想です） 

 

 

 

第 2問（8点） 

 消  耗  品  

 1／ 6  現 金   50,000 12／31 ( 消 耗 品 費 ) 〔 48,000 〕

      〃 ( 次 期 繰 越 ) 〔 2,000 〕

     50,000     50,000

 

 消  耗  品  費  

12／31 ( 消 耗 品 ) 〔 48,000 〕12／31 ( 損 益 ) 〔 48,000 〕

    1つにつき2点。合計８点。（配点は、当学院の予想です） 
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第 3問（32点） 

 合 計 試 算 表 

借     方  貸     方 

②1/31合計 ①1月中取引 1 / 1 繰越 勘 定 科 目 1 / 1 繰越 ①1月中取引 ②1/31合計

188,000 88,000 100,000 現 金 36,000 36,000

349,500 49,500 300,000 当 座 預 金 138,000 138,000

147,000 33,000 114,000 受 取 手 形 30,000 30,000

209,000 90,000 119,000 売 掛 金 24,000 24,000

70,000  70,000 繰 越 商 品  

2,000  2,000 前 払 金 2,000 2,000

500  500 前 払 家 賃 500 500

300  300 未 収 地 代 300 300

180,000 100,000 80,000 備 品  

124,200  124,200 土 地  

38,000 38,000 支 払 手 形 100,000 64,000 164,000

45,300 45,300 買 掛 金 110,000 94,000 204,000

  未 払 金 60,000 60,000

  前 受 金 7,000 7,000

3,000 3,000 資 本 金 700,000  700,000

2,000 2,000 売 上 139,000 139,000

300 300 受 取 地 代 12,500 12,500

134,000 134,000 仕 入 1,300 1,300

3,500 3,500 支 払 家 賃  

7,600 7,600 給 料  

7,800 7,800 消 耗 品 費  

6,600 6,600 通 信 費  

1,518,600 608,600 910,000  910,000 608,600 1,518,600

 

(2) 売 掛 金 明 細 表   買 掛 金 明 細 表 

 1/1現在  1/31現在   1/1現在  1/31現在 

青森商店 50,000  58,000  福島商店 20,000  40,700 

秋田商店 69,000  127,000  山形商店 90,000  118,000 

 119,000  185,000   110,000  158,700 

    1つにつき2点。合計32点。（配点は、当学院の予想です） 
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第 4問（10点） 

（1）                 （2） 

入 金 伝 票 売 上 伝 票  入 金 伝 票 

平成 23年 1月 24日 平成 23年 1月 24日  平成 23年 1月 24日 

( 売 上 ) 20,000  売 掛 金 120,000  ( 売 掛 金 ) 20,000 

 

(1) 4点                     

(2) 各伝票につき3点 合計 10点。（配点は、当学院の予想です） 
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第 5問（30点） 

 精     算     表  

試 算 表 整  理  記  入 損 益 計 算 書 貸 借 対 照 表 
勘  定  科  目 

借  方 貸  方 借  方 貸  方 借  方 貸  方 借  方 貸  方 

現 金 930,000 5,000  925,000

当 座 預 金 2,357,000  2,357,000

受 取 手 形 700,000  700,000

売 掛 金 860,000 60,000  800,000

貸 倒 引 当 金  30,000 15,000  45,000

売買目的有価証券 445,000 7,000  452,000

繰 越 商 品 502,000 507,000 502,000  507,000

備 品 500,000  500,000

備品減価償却累計額  225,000 56,250  281,250

支 払 手 形  400,000  400,000

買 掛 金  500,000 100,000  600,000

仮 受 金  60,000 60,000  

借 入 金  1,800,000  1,800,000

資 本 金  3,200,000  3,200,000

売 上  15,941,000 15,941,000 

受 取 配 当 金  10,000 10,000 

仕 入 11,230,000 100,000 507,000 11,325,000  

  502,000  

給 料 2,100,000 2,100,000  

広 告 宣 伝 費 352,000 50,000 402,000  

旅 費 交 通 費 120,000 120,000  

支 払 家 賃 1,800,000 360,000 1,440,000  

通 信 費 216,000 216,000  

支 払 利 息 54,000 18,000 72,000  

 22,166,000 22,166,000  

雑 （ 損 ）  5,000 5,000  

（ 未 払 金 ）  50,000  50,000

貸 倒 引 当 金 繰 入  15,000 15,000  

減 価 償 却 費  56,250 56,250  

有価証券評価（益）  7,000 7,000 

（ 前 払 ） 家 賃  360,000  360,000

（ 未 払 ） 利 息  18,000  18,000

当 期 純 （ 利 益 ）  206,750  206,750

  1,680,250 1,680,250 15,958,000 15,958,000 6,601,000 6,601,000

     1つにつき3点。合計30点。（配点は、当学院の予想です） 
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【 ３級解説 】 

第１問 

１．為替手形の振り出しは「売掛金」勘定の減少として処理する。 

２．商品を引き取る前に手付金を支払ったとき「前払金」勘定で処理する。 

３．過年度に貸倒処理した売掛金が回収されたときは、「償却債権取立益」勘定で処理し、当期の新たな収益と

考える。貸倒引当金は、今後に貸倒の可能性がある売掛金に対するものなので問題とは関係ないものである。 

４．内容不明の入金があったときは、その内容が判明するまでのあいだ「仮受金」勘定で処理しておく。 

５．事業主の所得税は、事業主個人が支払わなければならない家事費である。これをお店の金銭で支払ったと

きは、「引出金」勘定で処理する。「資本金」勘定は指定勘定にないため使用しないこと。 

 

第２問 

(1)の方法(購入時費用処理)による仕訳 

1/ 6 ( 消 耗 品 費 ) 50,000 ( 現 金 ) 50,000  

12/31 ( 消 耗 品 ) 2,000 ( 消 耗 品 費 ) 2,000  

 ( 損 益 ) 48,000 ( 消 耗 品 費 ) 48,000  

購入時費用処理では、消耗品購入時に「消耗品費」勘定(費用)で計上し、期末において未使用分

を「消耗品」勘定(資産)に振り替える処理を行う。 

(2)の方法(購入時資産処理)による仕訳 

1/ 6 ( 消 耗 品 ) 50,000 ( 現 金 ) 50,000  

12/31 ( 消 耗 品 費 ) 48,000 ( 消 耗 品 ) 48,000  

 ( 損 益 ) 48,000 ( 消 耗 品 費 ) 48,000  

購入時資産処理では、消耗品購入時に「消耗品」勘定(資産)で計上し、期末において当期使用分

を「消耗品費」勘定(費用)に振り替える処理を行う。 

 

第３問 

各補助記入帳に記載された取引を科目ごとに集計し、その合計額を 1月中取引欄に記入する。各補助記入帳に

重複する取引については、二重取引となるため集計しないよう注意する。 

現金出納帳より 

1/ 3 ( 支 払 家 賃 ) 3,000  ( 現 金 ) 3,000 

6 ( 仕 入 ) 8,000  ( 現 金 ) 8,000 

8 ( 現 金 ) 16,000  ( 売 上 ) 16,000  

10 ( 現 金 ) 12,000  ( 売 掛 金 ( 青 森 ) ) 12,000 

15 ( 現 金 ) 60,000  ( 当 座 預 金 ) 60,000 

16 ( 消 耗 品 費 ) 7,800  ( 現 金 ) 7,800 

25 ( 給 料 ) 7,600  ( 現 金 ) 7,600 

27 ( 通 信 費 ) 6,600  ( 現 金 ) 6,600 

30 ( 資 本 金 ) 3,000  ( 現 金 ) 3,000 
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当座預金出納帳より 

1/ 9 ( 当 座 預 金 ) 30,000  ( 受 取 手 形 ) 30,000 

〃 ( 備 品 ) 40,000  ( 当 座 預 金 ) 40,000 

15 ( 現 金 ) 60,000  ( 当 座 預 金 ) 60,000 

19 ( 支 払 手 形 ) 38,000  ( 当 座 預 金 ) 38,000 

26 ( 当 座 預 金 ) 7,000  ( 前 受 金 ) 7,000 

30 ( 当 座 預 金 ) 12,500  ( 受 取 地 代 ) 12,500 
 

売上帳より 

1/ 5 ( 売 掛 金 ( 青 森 ) ) 30,000  ( 売 上 ) 30,000 

8 ( 現 金 ) 16,000  ( 売 上 ) 16,000 

18 ( 売 掛 金 ( 秋 田 ) ) 60,000  ( 売 上 ) 60,000 

20 ( 売 上 ) 2,000  ( 売 掛 金 ( 秋 田 ) ) 2,000  

22 ( 受 取 手 形 ) 33,000  ( 売 上 ) 33,000 
 

仕入帳より 

1/ 6 ( 仕 入 ) 2,000  ( 前 払 金 ) 2,000 

〃 ( 仕 入 ) 8,000  ( 現 金 ) 8,000 

7 ( 仕 入 ) 30,000  ( 支 払 手 形 ) 30,000 

12 ( 仕 入 ) 48,000  ( 買 掛 金 ( 福 島 ) ) 48,000 

14 ( 買 掛 金 ( 福 島 ) ) 1,300  ( 仕 入 ) 1,300 

24 ( 仕 入 ) 46,000  ( 買 掛 金 ( 山 形 ) ) 46,000 
 

補助記入帳に記入されない取引より 

1/ 1 ( 支 払 家 賃 ) 500  ( 前 払 家 賃 ) 500 

〃 ( 受 取 地 代 ) 300  ( 未 収 地 代 ) 300 

11 ( 買 掛 金 ( 山 形 ) ) 10,000  ( 売 掛 金 ( 青 森 ) ) 10,000 

17 ( 備 品 ) 60,000  ( 未 払 金 ) 60,000 

〃 ( 買 掛 金 ( 山 形 ) ) 8,000  ( 支 払 手 形 ) 8,000 

30 ( 買 掛 金 ( 福 島 ) ) 26,000  ( 支 払 手 形 ) 26,000 

 

 

第４問 

 ( 現 金 ) 20,000 ( 売 上 ) 120,000  

 ( 売 掛 金 ) 100,000    

(1) 3伝票制 

入金伝票： ( 現 金 ) 20,000 ( 売 上 ) 20,000  

振替伝票： ( 売 掛 金 ) 100,000 ( 売 上 ) 100,000  

(2) 5伝票制 

売上伝票： ( 売 掛 金 ) 120,000 ( 売 上 ) 120,000  

入金伝票： ( 現 金 ) 20,000 ( 売 掛 金 ) 20,000  

 

 



第 127 回日商 3級－模範解答－7 

第５問 

決算整理事項等 

１．現金過不足について 

 ( 雑 損 ) 5,000  ( 現 金 ) 5,000  

２．仮受金について 

 ( 仮 受 金 ) 60,000  ( 売 掛 金 ) 60,000  

３．誤謬訂正について 

 ( 仕 入 ) 100,000  ( 買 掛 金 ) 100,000  

４．広告宣伝費について 

 ( 広 告 宣 伝 費 ) 50,000  ( 未 払 金 ) 50,000  

５．貸倒引当金の設定について 

 ( 貸倒引当金繰入 ) 15,000 * ( 貸 倒 引 当 金 ) 15,000  

* 受取手形：￥700,000 

売 掛 金：￥860,000－￥60,000＝￥800,000 

∴(￥700,000＋￥800,000)×3％－￥30,000＝￥15,000 

６．売上原価の算定について 

 ( 仕 入 ) 502,000  ( 繰 越 商 品 ) 502,000  

 ( 繰 越 商 品 ) 507,000  ( 仕 入 ) 507,000  

７．減価償却について 

 ( 減 価 償 却 費 ) 56,250  ( 備品減価償却累計額 ) 56,250 * 

* (￥500,000－￥50,000)÷8年＝￥56,250 

８．売買目的有価証券の評価替について 

 ( 売買目的有価証券 ) 7,000 * ( 有価証券評価益 ) 7,000  

* 時価￥452,000－簿価￥445,000＝￥7,000 

９．家賃について 

 ( 前 払 家 賃 ) 360,000 * ( 支 払 家 賃 ) 360,000  

* 前期の決算で、3 ヵ月分が繰延べられているため、決算整理前試算表の支払家賃￥1,800,000

は期首再振替による3ヵ月(1/1～3/31)と期中支払12ヵ月(4/1～翌3/31)の合計15ヵ月分である。 

￥1,800,000×
15ヵ月

3ヵ月
＝￥360,000(翌年 1/1～3/30までの3ヵ月分を繰延べる) 

  当期   

期首再振替により加算(3ヵ月分)      

9/30 1/1 3/31  9/30 12/31 3/31 

         

  当期支払時に計上(12ヵ月分)  

 

1/1 ( 支 払 家 賃 ) 3ヵ月分 ( 前 払 家 賃 ) 3ヵ月分 

3/31 ( 支 払 家 賃 ) 6ヵ月分 ( 現 金 預 金 ) 6ヵ月分 

9/30 ( 支 払 家 賃 ) 6ヵ月分 ( 現 金 預 金 ) 6ヵ月分 
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10．借入金利息について 

 ( 支 払 利 息 ) 18,000 * ( 未 払 利 息 ) 18,000  

* 前期の決算で、3ヵ月分が見越計上されているため、決算整理前試算表の支払利息￥54,000は、

当期支払額の 12 ヵ月分(前期 10/1～当期 9/30)のうち、期首再振替仕訳により前期期間分 3 ヵ

月(前期10/1～12/31)が控除された9ヵ月分の金額である。 

￥54,000×
9ヵ月

3ヵ月
＝￥18,000(当期 10/1～12/31までを見越計上する) 

 
  当期   

期首再振替により控除(3ヵ月分)       

10/1 1/1 3/31  9/30 12/31 3/31 

         

 当期支払時に計上(12ヵ月分)   

 

1/1 ( 未 払 利 息 ) 3ヵ月分 ( 支 払 利 息 ) 3ヵ月分 

3/31 ( 支 払 利 息 ) 6ヵ月分 ( 現 金 預 金 ) 6ヵ月分 

9/30 ( 支 払 利 息 ) 6ヵ月分 ( 現 金 預 金 ) 6ヵ月分 

 


